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行護師国家試験に向けた学生支援の検討

看護師国家試験問題を川いた

年度始めおよび直前での理解度の統計解析

Study of Student Support for the National Nursing Examination 
Statistical Analysis of Understanding by Using the National Nursing Examination 

松崎加代子 塗 々 木 和 男 前 山 直 美

Kayoko MATSUZAKI, Kazuo TODOKI, Naomi MAEY AMA 

（神奈川歯科人学短期人学部 看護学科）

キーワード：看護師国家試験統計解析多変量解析主成分分析

I. はじめに

看護帥国家試験は、看設師を目指す学牛にとっては看

護師資格取得のための必須要件である。年度初頭 4 月に

おいては、看護師国家試験のための受験準備・知識も十

分でない時期である。この時期において、看護帥国家試

験レベルの問題の理解度を把握するために、 2013 年 4 月

に第102 回看護師国家試験問題を用いた実力試験を実施

し、試験結果に駐づいて各種国家試験受験対策を行っ

た。これらの国家試験対策および学生自身による学習効

果を知るために2014 年 1 月にも第102 回看護師国家試験

問題を用いた実力試験を実施した。これら 2 回の試験結

果を統計解析してみることで今後の国家試験対策を検討

した。

I[ • 研究目的

本研究では、最終学年 3 年生に2013 年 4 月および2014

年 1 月に看護師国家試験レベルの問題を用いた試験を実

施し、その結果を比較解析することにより学生の理解度

の向上を評価することを H 的とする。

皿研究方法

1. 用いたデータ

2013 年 4 月 9 日（受験者数： 90) および2014 年 1 月 8

日（受験者数： 92) に第102 回看護師国家試験問題を用

いた試験を実施し、その結果をデータとして用いた。な

お、回答は看護師国家試験と 1司様なマークシート方式と

受付 H 2014 年11 月26 日 受理 2014 年 1 月29H

し、各間 1 点の配点で満点は240 点である。表 1 に、分

野別間題数を示す。 I; 月、日家試験終了後、 2014 年 2 月18

日に登校した対象者にアンケート調究を実施した。

2. データ解析方法

試験結果データの特徴は、記述統計学を用いて要約・

評価した。また、各受験者の評価を単に総合得点で評価

するのではなく、分野ごとの得点から総合指標を求め、

各受験者の特性を解釈するために主成分分析を行った

訊倫理的配慮

個人情報保護の観点から学生個人を特定できる内容に

表 1. 分野別問顆数

分野 午前 午後

必修問題 25 25 

人体の構浩と機能 6 7 

疾病の成り立ちと回復の促進 8 6 

社会保障制度と生活者の建康 5 3 

基礎看護学 10 8 

在宅看護論 8 10 

成人看護学 18 19 

老年看護学 10 14 

小児看護学 10 8 

母性看護学 ， 12 
精神看誰学 11 8 

＇ 

計 120 120 
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しない形で分析するよう配慮した。データ竹理は、学習

文採委員会の承諮を得て厳重に保管、管理を行った。さ

らに、対象学牛に、解析データを提示し、今後の国家試

験対策の基礎資料とすること、研究参加の自由の保障お

よび個人情報保設について保障することを説明し了解を

得た。

V. 結果

1. 総得点分布

240 点満点（午前問題＋午後問題）で、 2013 年 4 月 9

日実施の試験での得点の最低は97 点、最高は198 点、平

均は130.4 点であった。一方、 2013 年 4 月 9 日実施の試

験での得点の最低は153 点、最高は236 点、平均は 189.6

点であった。総得点分布の比較を図 1 にホす。

2. 総得点の伸び

2013 年 4 月 9 日実施の試験および2013 年 4 月 9 日実施

の試験での総得点の伸びを図 2 に示す。

3, 分野別正答率

分野別正答率を表 2 に示す。また、

示す。

その比較を図 3 に

4. 必修問題正答率の到達度

必修問題の正答率および評価基準として正答率80% を

設定し、この正答率に達しなかった受験者を表 3 に示す。
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図1 総得点分布 (2013 年 4 月 9 日試験結果および2014 年 1 月 8 日試験結果の比較）
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図 2 2013 年 4 月 9 日実施の試験および2013 年 4 月 9 日実施の試験での総得点の伸び

表 2 2013 年 4 月 9 日および2014 年 1 月 8 日試験の分野別正答率（単位：％）

社保 18 0 53.3 71. 6 

基礎 58 1 58. 1 78. 1 

在宅 56.8 49.9 77.8 

成人 53. :5 49 6 72.3 

老年 64.3 51 8 84 7 
i- -

小児 66.4 74 9 81.1 88.8 

母性 55. 7 54. 5 74 9 79.4 

精神 39.3 46. 1 65.6 68. 7 

必修人体疾病社保基礎仕宅成人老年小児母性精神

aa 2013 年4月9 日試験 'r 前冒パ旦

~2014年1月 8 日試験 ii ::l 叫り見旦

0

0 

0 

0 

0

0 

0

8

6

4

2 

ー

必修人（*疾病社保基礎在宅成人名年小児鳳竹桔神

三 201 ぷi・4)J¥) 11 試顎干後間題

交 2014 り1月81 二lぷ緊午後間題

図 3 分野別正答率（％）の比較 (2013 年 4 月9 日および2014 年 1 月 8 日試験）

表 3 必修問顆正答率 80% 未満の人数

2011 年 1月 8 日実）旭試験

92 

100 1人（受験者叩人中）
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5. 総得点の評価桔準到達度

総得点評価晶準として満息 (240 点）の65% (156 点）：

基準 l および70% (168 点）：甚準 2 の得点を設定した場

合、これらの得点に達しなかった受験者数を表 4 に示す。

6. 1:. 成分分析

11 分野を各変数、 Xl: 必修間題； x2: 人体の構造と

機能； X3: 疾病の成り立ちと回復の促進； X4: 杜会保

障制度と生活者の健康； x5: 基礎看護学； X6: 在宅看

護論； X7: 成人看設学； xs: 老年石設学； xg: 小児看

設学； x10: 母性看設学：およびxn: 精神看護学として、

各受験者の分野ごとのの得点データを用いて上成分分析

を行った。主成分分析結果を表 5 に示す。また、各受験

生の第 1 主成分スコアおよび第 2 主成分スコアの散布図

を図 4 および図 5 に示す0

7. アンケート調在

アンケート結呆は表 6 に示す。

VI. 考察

12月 ~2 月 試験

間題を繰り返し学習したことで成禎は全休的に急卜．昇が

みられた。 (I 叉12 参照）さらに 1 月から 2 月の直前の期

表 4 総得点 (240 点）の 65% (156 点）未満および 0% (168 点）未満の数

末到達数および割合
総得点評価基準

2013 年 4月 9 日実施試験 2014 年 1月 s i,1 実施試験

65% (156 点）木渦：基準 l 83 A (92%) 4 人 (4%)

70% (168 点）未満：晶準 2 86)1.(96%) 11 人 (12%)

表 5(1) 主成分分析結果： 2013 年 4 月 9 日実施試験

キ．成 固有
Xl X2 X3 X1 X5 X6 

/刀¥. 値
X7 XS X9 XlO Xll 

寄与 累積寄与

率（％） 率（％）

1 4.85 0.29 0.29 0.27 0. 17 0.28 0.33 0. 34 0. 33 0.31 0.34 0. 33 44 06 44 06 

2 l. 10 0 38 -o. ]9 0. 31 0. 76 -o. 11 -0.22 -o. 11 0.01 -o. 19 -0. 16 -0.01 10.01 51. 06 

表 5(2) 主成分分析結果： 2014 年 1 月 8 日実施試験

主成 固有
Xl X2 X3 X4 X5 X6 X7 XS X9 XlO Xll 

寄与 累積寄仔

／ノJ＼ 値
‘” 

率（％） 率（％）

1 5.25 0.26 0.33 0. 32 0.29 0. 31 0.29 0.35 0.32 0. 16 0.29 0.35 47. 77 47. 77 

2 1. 12 0.27 0. 12 0. 35 0.22 -o. 12 -0.34 0.06 -0.08 -0.68 -0. 31 0. 17 10. 16 57.93 

図 4. 主成分スコアの散布図： 2013 年 4 月 9 日実施試験 図 5. 主成分スコアの散布図： 2013 年 1 月 8 日実施試験
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表 6 アンケート結果： 2014 年 2 月18 日実施

対象者 82 名（出粘者） 日収率 73_1% 

1. いつから国家試験を紅識して具体的に国家試験間題など使って

自己学習に取り祖今ましたか。 I 1 年次

1 年次 2 年次 3 年次

％ 

。
（ ゚

,

.

！

-

,:, ;(ー(/囁桐にづいて記人して下さし'・. (-l 九動横）

史から危機感を感じ、且りを感じだ

．丈背/J'.,{ 勺），＇）たため。

・II 札0) 前の実賛で精一杯であった］こめ

・ 予備校の低学年ポイント講座を受講して

• 国家試験が近づいたから

• 進学希望だったから早めに行った

2. 3 年生になって本格的に国家式験のための学習を開始したのは 4 月

いつからですか。

2 年次 I 3 年次

3 

(t5%) 

57 

(95%) 

） ／ 。

1

2 

8 月

4 

8'1/ci 

11 月

16 

32% 

12 月

28 

56% 

＊そO!fi 『山を ,i 己入下さい。

• 実習が矛匁I' ぅたから、

。実髯てfi こ-)かなかったから （）ぐド）

• 実習でいっぱい、いっぱいだった

• 実習中は実晋記録に時間をかけるので無理です。 1 1 月から始めました

• 実習が終わり落ち着いたから

• そろそろやらないと 1叶家試験に落ちると思ったから

．勉強習慣がつかなかったから

。実付か由；／．． ｝、、 v) 勉強時間を確保するこしい刊しか，:・, た

• 卒粂訊恥；い］ぅったため
'' 

: i. ・f甫溝を受けて良かったことや身（こ付い［：：ニど心じを記入してくださし、

. I岱阪晶験なビしていただいたこ!-い良かった (/i, 回の国試に出題さわてし ,jJ

・人か ,.:.i, 芯¥ ¥ 1::. 方が頭に入るから

• 先生からの解説でより岬附が深まったから

。じ修間如か上がった

• かい十いなことをはっきり理解こさた

• Jf 』『：］」,r,I 主った

・予想間題で学べた

• いろいろな閲題を解くことができた

• 直前の学習で他の人と勉強ぷでき自分の足りないところを補うことができた

・A先生などの講義はわかりやすかった

- 59-



4. 主にどのような学習方法を取り組みましたか。（複数可能）

1. 過去間約を解く 60 

2. 予想間題を解く 31 

3. 模擬試験の間題を解く 49 

4. 間題集を解く 24 

5. その他 4 

＊その即由を記人して下さい。

・ 恨拠を明確にする。

• 暗記が苫手なため

。過去間題は偏りが少ないから

• 国家試験前に不安になると息ったから

・補習のプリントを活用した

・不明な点の復習をするため

・模試の復習をした

＊使用したテキストなどでよかったものを記人してください。

オープンセサミ（東原アカデミー）

看ゴロ、

クエスチョンバンク、

予想必修問題、

必修満点、

東京アカデミーの柚講用テキスト

国試パーフェクト、くまの必修、

東アカ予想問題集

5. 自己学習時間は 1 2 月から 2 月まで 1 t::l 半均どれくらいでしたか。

3 

3 時間

2 

(3.4%) 

4 

間寺

3

5
-
1 ー4 

6 7 8 

5 廿寺Fn9 6 廿寺惜］

9 11 

(5.1 %) (15.5%) (18.9%) 

， 
1 0 時間以卜^

7 時間

6 

(10.3%) 

6. 試験勉強を通してよかったことを記入してください。（一部ヒアリング合む）

・やっているうち楽しくなった

・ 正答が増え自信につながった

• 今までで一番勉強することができた

• 知識が増えた

• 知らなかったことを知れた

• 勉強は今後にも活かせること

・友人と助け合い学背できた

- 6 0 -



7. 予備校を利用しましたか。 はい

＊どのような時期に活用しましたか。

• 月 ~1 月 日 3 名

• 夏休み前 2 名

• 夏期講習、冬期講習、直前講習を通して

• 冬期から (l 2 月 ~1 月 大半

8. 国家試験当日に困ったことがありましたか。

・外が寒かった

• 寒かった全部書のせいだ

• 交迎機関遅延した

．冗がすこ｀く電車が動かなかった

。説明と待ち時間が長くて困った

・トイレが気になった

• 試験を受けて不安になった

• 緊張した、

• 前日眠れなかった

35 

いいえ

はい

(58.3%) 

9. 今後のために希望することがあれば記入して下さい。

• 小論文の夏期・冬期講習があればよい

• もう一生やりたくない

・カウントダウンされるとプレッシャーが増した

• 夏休みに補講が多くあればよい

・ 補講が強制的な学牛は時間の使い方に困った

• いままでのままで特にありません

10. その他なんでも目由に感想など記入してください。

• 先生たちが協力してくれてありがとうございます

• 実習をがんばりほぼその知識でいけた

・マークミスがあるか不安

・声をかけてくれて力強かった

・コツコツやれば必ず結果はついてくる

• 達成感あり

• ありがとうございます

いいえ

25 (41.6%) 

• 私は暗記や理解するのには時間がかかるので 3 年の夏休みから勉強をはじめた。コツコツと取り組めば必ず

結果はついてくるので後輩の皆さん頑張って下さい。

備考欄 （ヒアリング含む）

今回の第 103 回の国家試験開題には本学で実施した模擬試験間題および補講で行った演習間題から出題された

1 月 ~2 月 試験

今後の対処について相談あり助言し、経過観察中。

61~ 



間には学習支援委員会を中心に過去問題、模擬試験およ

び予想問題を編狛竹成して学内模擬試験を 5 回行った。

これらの試験間題には第103 回国家試験間題および類似

問題などが約60 題以上出題されていた。国家試験に準じ

た模擬試験を仝員対象に実施し、 h式験間題を解く学習方

法の重要性が裏付けされる。また、本番に備え試験の時

間配分など学生は休験学習をすることができたと考えら

れる。単位認定試験および国家式験を H標にすることで

大半の学生は学力が向上したと考えられる。単位認定が

なされると小グループで過去間遇や模擬試験の復習を行

い、必嬰時間い合わせや相談に訪れる学生も多くみられ

禎極的に自己学習する晋慣がついたと考えられる。

一方で 1 月の時点でも成禎の伸びが良くない学牛達

は、補講を積極的に受講している者と、家庭事梢、休調

不良などの自己都合を理由に欠席している者とに分かれ

たのが特徴的であった。彼らの中には国家試験終［後の

自己採点でも良い結果が出なかったケースが多く、模擬

試験結呆も同様に成績が低位の状態が続き基礎学力が不

足していたことが裏付けられた。

国家試験直前になると成禎が伸びないで焦り、学習に

集中できず、イ＜眠および精神不安定になってしまう学生

もみられ、面桜などでフォローを行った。相談内容は自

己学習の方法について、およびメンタル的な相談で、カ

ウンセリングによる助言・指導を要した。チューターの

教貝とは必要時連絡を行なったが、チューターが実習指

導と重なることも多く物理的に対応ができない状態も多

かった。看護学科はこの期間において 12 月は老年実習 I 、

1 月 1 月末から 2 月の初旬は成

人 I実習があり、看護専任教員は学内には不在時期が多

かった。そのため看護学科から任命された専任教員がこ

れらの期間はチューターと連携して対応しカウンセリン

グ等を実施して対応した。 1 月から 2 月の国家試験直前

において柑談件数は65f 牛あった。学内に教員が専任でい

たためカウンセリングなどを行い対応し、学生達の不安・

ストレスからのメンタル症状の改善もみられ国家試験を

乗り切った学生も少なからずいた。この対応はアンケー

ト調在結果・ヒアリング結果からも効果的であったと推

察される。

アンケート調在の結果、本格的に国家試験対策の学習

に取り組み始めた時期は実習終［後が88% (11 月32% 、

12 月56%) であった。このことから実習時期は早く終了

した方が学習の集中に結び付くと考えられる。しかし一

部ではあるが実習と並行して行うことも効果があったと

回答している。基礎学力のある学生では実習経験から学

習の意味付けや関連付けができ実習中を通して学ぶ機会

となったと受け止めていると考えられる。基礎学力が身

についていない模擬試験成績が低位の対象者は実習終［

時期を待ってからでは学習時間が不足し国家試験対策が
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間に合わないことがわかる。

今後は 3 年次だけでなく 1 年次、 2 年次の早い時期に

国家試験に対するモチベーションを持たせるよう働きか

け自己学曹の必要性を認識させることが重要である。今

年度実施した）j法で軌擬試験を早期に行って危機感を持

たせて取り組めるような動機付けが必要と考える。

補習は冬期では遅く夏期の時期からも内容を検討し対

応していくことが必要である。直前の補習に関しては強

制的に一斉に行うより必要時学習能力に合わせ区別して

実施する方法が効呆的であると考える。今年度は 1月10

日に単位認定合否発表がなされた学生達は自上的に学内

において小グループ学習方法で成粕の向卜上がみられた者

も多かった。必要時パトロールを行い質間などに対応し

たが学生にとっては目己学習能力の向上がみうけられ効

果的であったと考える。

6. まとめ～次年度に向けて

・ 模擬試験内容（学内・学外校試など）の允実および回

数の検討

・模擬試験結果の解析と対応を今年度と liiJ 様に継続

・補講は必要時学習能力別に実施

・準位認定試験のシラバス内容の検討

• 夏期溝習を充実させる

• 国家試験直前の時期は教貝の対応ができる環境を調整

する

• 必要時カウンセリングによる対策を強化する

. 1年次から国家試験対策ガイダンスの強化（学生、保

設者に説明し危機感を持たせる）

• 学習支援委員会から各学年委員会の活動内容を強化す

る

• 基礎学習力を 1年次より強化する

• 自己学習姿勢を身に着ける指導方法の検討

• 実習を通して小グループ編成で日中的学習を推進する

・ 予備校の活用
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